
DBリプレースの新たな選択肢
短期、低負荷、低コストで商用DBから
オープンソースDBに移行する方法
データベース分野もオープンソースシフトの動きが活発化している。大規模システムにも耐え得る性能を有しつつ、コスト
も抑えられる「PostgreSQL」ベースのDBに、「短期」「低負荷」「低コスト」で移行する方法を聞いた。

　長らく「Oracle Database」を代表とする商用データベー
スが中枢となって企業システムを支えてきたが、ここに来て
データベース分野もオープンソースシフトの動きが活発化し
ている。
　数あるオープンソースデータベースの中でも移行先として
ニーズが高いのが「PostgreSQL」だ。コストが抑えられ、
大規模システムにも耐え得る性能を有し、OLTP（オンライ
ントランザクション処理）やOLAP（オンライン分析処理）
など、特定の領域に限らずさまざまな用途で活用できる点も
評価されている。
　しかし、データベースの移行はアプリケーションの改修を
要するかどうかなど事前に調査すべきことが多く、利用中の
ものだけでなく移行先のデータベースの知見も必要だ。シス
テム規模によっては多くの時間を費やすケースもあり、負荷
の高いプロジェクトになりがちだ。
　これを理由に移行を断念する企業も多いが、「短期」「低
負荷」「低コスト」でデータベース移行を実現する方法があ
るという。データベースのエキスパートにその詳細を聞いた。

世界でPostgreSQLが支持されている 
最大の理由

　「なぜ PostgreSQLが移行先に選ばれるのか」という問
いに対して、PostgreSQLの専業ベンダーであるエンタープ
ライズ DBの北川 晋氏（日本支社代表）は「一番の理由は
高い安定性です」と語り、その理由を次のように明かす。
　「『PostgreSQLは落ちにくい』とよく言われますが、それ

は世界中の主要コミッターによってソースコードがきれいに
保たれているからです。PostgreSQLは約 30年の長い歴
史を持つデータベースですが、ソースコードが “スパゲティ
化 ”せずに高い安定性を維持しているのはそうした理由があ
るのです。これが PostgreSQLの優位性であり、商用デー
タベースから脱却したい企業に選ばれる理由です」
　2022年、データベース市場におけるオープンソースライセ
ンスボリュームは商用ライセンスボリュームを抜きつつある
という。今後、前者が後者を大きく抜き去るだろうとの見立
てもある。
　こうしてオープンソースデータベースへの移行が進む中、特に
ニーズが高いPostgreSQLへの移行をサポートしようとさま
ざまなサービスを提供しているのがエンタープライズDBだ。同
社は米国ボストンに本社を置き、300人のPostgreSQL開発
者を擁する。その幹部には、“PostgreSQLの父 ”として知ら
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れるマイケル・ストーンブレーカー氏や、PostgreSQL開発コ
ミュニティーの主要コミッターであるブルース・モンジン氏も名
を連ねる。同社はPostgreSQL開発コミュニティーを支える
ために多額の投資を続けている。オープンソースDBは第二次
成長期に移り、2022年 3月時点でグローバルにおいて600
人だった従業員は 10月時点で 900人を超えようとしている。
　PostgreSQLはOracle Databaseを代替するデータ
ベースの有力候補ではあるが、「PostgreSQLの周辺ツール
はOracle Databaseなど商用データベースのそれと比べて
機能的に劣るため、その先に踏み出せない」など課題も多く
存在する。
　エンタープライズ DBは、PostgreSQLへの移行に踏み
出せない企業をサポートするために、PostgreSQLにモ
ジュールを追加した「EDB Postgres Advanced Server」
（以下、EPAS）を提供する。

誰でも無償でアセスメントできる 
「EDB Migration Portal」が 

DB移行をバックアップ
　EPASは PostgreSQLにセキュリティやパフォーマンス、
開発者やデータベース管理者向けの機能を補うものだ。最大
の特徴はOracle Databaseとの互換性を実現する機能を
装備している点だ。いわゆる “Oracle方言 ”を理解し、

Oracleスキーマの 9割は変換せずにそのまま動かすことが
できる。
　しかし、EPASをもってしても移行を全てサポートできる
わけではない。このラストワンマイルを埋めるためにエンター
プライズDBが無償提供しているのが、Webベースのアセス
メントツール「EDB Migration Portal」だ。データベース
構造を定義している DDLファイルを EDB Migration 
Portalに読み込ませることで、対象のOracle Databaseの
移行難易度を 5段階評価のレポートで出力する。
　DDLファイルを読みこませる際は、エンタープライズ DB
が用意しているデータベース定義を抽出する「EDB DDL 
Extractor」で、「Oracle SQL*Plus」からOracle DDLを
取得し、EDB Migration Portalにアップロードするだけだ。
　DDLファイルを読み込ませると、EDB Migration Portal
が機械的に修正可能な箇所を直し、人間の判断が必要な
ソースコードのみを示す。これによって修正作業の範囲を効
率的に絞り込める。またEDB Migration Portalでは、移
行の際に考慮すべき検討事項や手続きを詳細に記したハン
ドブックが公開されている。データベース移行の経験がなく
ても、ハンドブックを読むことで移行プロジェクトの全体像
や注意ポイントを把握できる。
　EDB Migration Portalによって、Oracle Databaseか
らの移行の際にどこから手を付けるべきかが明確になり、失
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敗のリスクとなり得る点も把握できる。担当者は出力された
結果を基に修正するだけだ。アセスメントを繰り返し、修正
が必要な箇所をつぶしていき、指示が表示されなくなれば
DDLファイルの修正が完了だ。
　その後はDDLファイルを出力してEPASにアップロード
し、「EDB Migration Toolkit」でデータそのものを移行す
るという流れになる。エンタープライズ DBの EDBセール
スエンジニアの吉野 孝太郎氏は EDB Migration Portalの
有用性について次のように語る。
　「EDB Migration Portalは 2019年 4月 1日にリリース

したサービスで、ほぼ毎月機能をアップデートしています。無
償で使うことができ、一瞬で事前のアセスメントを実施でき
るので、Oracle DatabaseからPostgreSQLへの移行を
検討している企業は気軽にご利用ください。移行難易度が5
段階で表示され、その理由も一目で分かります。例えば、
MERGEで修正箇所があると移行難易度は 2になり、その
理由がMERGEに問題があることも表示されます。レベル
1よりは移行が難しいということになりますが、Oracle 
DatabaseとPostgreSQLのMERGEを理解するエンジ
ニアがいれば、移行は難しくないという判断ができます」
　Oracle Databaseから DB移行したある事例では、
PostgreSQL単独でのオブジェクトの互換性は平均35％と
分析された。Oracle DatabaseからPostgreSQLに移行
するツール「Ora2Pg」を使っても手作業での書き換えが発
生し、65％の非互換部分の移行に 1年半～ 2年かかると予
測された。しかし、EPASを併用してEDB Migration Portal
とEDB Migration Toolkitを活用することでオブジェクトの
互換性は 91％になり、9％の非互換部分の移行作業にかか
る日数は 35日と想定されたという。エンタープライズ DB  吉野 孝太郎氏
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●お問い合わせ
エンタープライズ DB株式会社
〒 105－ 0003
東京都港区西新橋 1－ 1－ 1　日比谷フォートタワー 10F
eMail：event-jp@enterprisedb.com

　最後に北川氏は、データベース移行に二の足を踏む企業
に次のメッセージを送った。
　「当社はOracle Databaseからのデータベース移行に強
みを持ち、短期、低負荷、低コストの移行を可能にします。
サブスクリプションは全てコアライセンスというシンプルな
料金体系で提供しており、オンプレミスシステムや仮想マシ

ン、メガクラウド、IaaSに自由に割り当てられます。今後は
DBaaS（Database as a Service）の提供も予定していま
す。IT予算のスリム化や適正化、データベース移行を検討
しているのであれば、エキスパート集団である当社にお声掛
けください」

●関連リンク

エンタープライズ DB：   　　　Migration Portal：

https://www.enterprisedb.com/
https://www.enterprisedb.com/products/migration-free-tool-migrating-oracle-postgresql

